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図 1 デ ー タ ベ ー ス 設 計 過 程

情 報 記 述 〕 設 計 対 象 の シ ス テ ム に 関 す る 情 報 (
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在 を 暗 に 仮 定 し て い る 。 ま た ,デ ー タ モ デ ル も 指
論 理 ス キ ー マ 操 作 ,評 価 〕 基 準 ス キ ー マ は ,処 理
た も の で あ る た め ,こ こ で は デ ー タ 構 造 を 矛 盾 の
を 求 め ,最 適 な ス キ ー マ を 決 定 す る 。 CODAS
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〔 格 納 構 造 設 計 ,評 価 〕 デ ー タ ベ ー ス の 実 際 の 格 納 構 造 (ベ ー ジ サ イ ズ ,タ ラ
ス タ ,エ リ ア )を 決・定 す る 。

次 の 章 で は ,本 シ ス テ ム に お い て 特 に 重 要 な 考 え 方 で あ る 。 情 報 記 述 と 基 本 オ
ブ ジ ェ タ ト モ デ ル に つ い て 説 明 す る 。

3。 情 報 記 述 と 基 本 オ ブ ジ ェ タ ト モ デ ル

3-1 情 報 記 述

設 計 者 は ,サ プ シ ス テ ム ・ プ ロ セ ス 単 位 に 次 に 示 す 内 容 を 記 述 す る 。
(l)エ ン テ イ テ イ と そ の 属 性 と 識 別 子
エ ン テ ィ テ ィ は ,通 常 ,事 実 を 表 現 し ,事 実 を 示 す 情 報 を 表 現 す る も の で あ り,
具 体 的 事 物 を 候 補 と さ れ る 。 し か し ,こ こ で は ,エ ン テ ィ テ ィ を 対 象 業 務 で 扱 わ
れ る 情 報 の 集 ま り で ,設 計 者 に と っ て 認 識 し や す い 単 位 と す る 。 し た が っ て ,全
情 報 を ひ と つ の エ ン テ ィ テ ィ と す る こ と も で き る 。 属 性 は エ ン テ ィ テ ィ を 構 成 す

る も の で あ る 。 ま た ,エ ン テ ィ テ ィ を 一 意 に 識 別 す る 属 性 集 合 を 記 述 す る 。
(1)属 性 特 性

属 性 に は ,物 理 的 に 存 在 す る 事 物 (M属 性 ),イ ベ ン ト を 表 わ す 属 性 (e属 性 ),
及 び 概 念 的 な 属 性 (c属 性 )が 存 在 す る 。 エ ン テ ィ テ ィ を 構 成 す る 各 属 性 に つ い
て ,こ の 特 性 を 記 述 す る 。
(|‖)属 性 定 義 域

属 性 に は そ の 表 わ し て い る 情 報 の 内 容 に 応 じ て デ ー タ の 定 義 域 が 存 在 す る 。 例

え ば ,小 学 生 の 年 令 (S.AGE)は ,一 般 に 6<S.AGE<12 で あ る 。 こ

の よ う に ,属 性 の 意 味 を 含 め た 定 義 域 を 記 述 す る 。 意 味 を 表 わ す 単 語 は ,シ ス テ
ム 既 定 義 ,ユ ー ザ 定 義 が 可 能 で あ る 。
(IV)写 像 関 係

属 性 間 の 写 像 関 係 を ,タ イ プ を I(自 然 数 ,固 定 ),B(0あ る い は 1),M
(複 数 )の 3つ に 分 割 し て 記 述 。 ま た ,エ ン テ ィ テ ィ 名 に 関 し て の 記 述 で あ っ て
も よ い 。

(v)動 作 特 性

動 作 特 性 に は 順 特 性 及 び 逆 特 性 の 2種 類 が 存 在 し ,動 作 と は 生 成 (C),削 除

(D),更 新 (U)を 意 味 す る 。 順 特 性 と は ,あ る 属 性 に あ る 動 作 を 施 し た 時 必
ず 他 の あ る 属 性 に あ る 動 作 を 施 す 必 要 の あ る こ と で あ り ,逆 特 性 と は ,あ る 属 性
に あ る 動 作 を 施 す に は 前 も っ て 他 の あ る 属 性 に あ る 動 作 を 施 す 必 要 の あ る こ と を

意 味 す る 。

(vD 誘 導 特 性

誘 導 特 性 と は ,あ る 属 性 の 値 が 他 の 属 性 集 合 の 値 か ら ,あ る ォ ペ レ ー シ ョ ン で
決 定 さ れ る 特 質 で あ る 。

(vlD ア ク リ グ ー ト 構 造

ア グ リ ゲ ー ト 構 造 と は ,い く つ か の 属 性 集 合 の 直 積 で 表 現 さ れ る ア グ リ ゲ ー ト
属 性 と そ れ ら 属 性 集 合 と の 関 係 を 表 現 す る も の で あ る 。

m)存 在 構 造
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性 に 関 す る BOの 付 随 属 性 と す る 。
む エ ン テ ィ テ ィ が あ れ ば ,イ ベ ン ト を 表

属 性 ,イ ベ ン ト 属 性 が な け れ ば そ れ 自 体 を イ

ま な か っ た 属 性 は ,そ の 所 属 す る エ ン テ ィ テ ィ
第20回 プログラミング

シンポジウム1979。 1
202

B - 5



BECIN !EL
‐~‐ ‐StBSYSTEM  力゙ クセイーリフ・ ンステム
PReCESS    力゙ ワじイートウロワ

・~~~。~~‐ ~~・ ~~~~‐ ‐ENTITY ‐ ‐力・ クttイーエンテイテイ‐~ ~~(KEY ・力゙ ワじイごメイ)~~……………………
~~~~~‐ ・……

ATTR:BUTE
,     力・ ワヒイーメイ  =ン ン゙メイ′ M
メ     ン゙ コウシヨ    =ン・ コウシヨ′0′ EX― 力゙ クセイーメイ

~~… ……~~~‐ ~~~~~~… …… ……・メ ~ ・ ~タンジ ヨウヒ
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